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◇

賞与引当金の廃止と経過措置

Q:賞与引当金が廃止されるそうですが、

経過措置はあるのでしょうか。

.A.:平成10年度から14年度までの間は

経過措置があります。

【解説】

従来は、法人が翌期に支給する賞与に充て

るため、暦年基準の方法又は支給対象期間基

準の方法により計算した金額以下の金額を引

当金勘定に繰り入れたときは、その繰入額の

損金算入を認めることとされていましたが、

平成10年度の改正により、この賞与引当金

が廃止されることになりました。この改正は

平成10年4月1日以後開始する事業年度か

ら適用されます。

ただし、平成10年度から14年度までの

間は現行法によって計算した損金算入限度額

に対して、それぞれ次の割合を乗じて算出し

た金額を損金算入限度額とすることになりま

した 。

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度

5/6 4/6 3/6 2/6 1/6

賞与引当金の廃止に伴い、賞与については

原則として支払日の属する事業年度での損金

算入が要求されます。

ただし、事業年度末までに支給する賞与の

額が受給者に通知され、その後すみやかに

(1カ月以内が限度）支払われるものである

こと等の要件に該当するものについてだけは、

未払費用として損金算入することが認められ

ることになります。
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